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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月18日(2017.1.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
錠剤の全重量に対して、４０．０～６０．０重量％のイルベサルタン及び、３０．０～５
０．０重量％の希釈剤を含み、二酸化ケイ素、三ケイ酸マグネシウム、タルクから選ばれ
る抗付着剤を含まない混合末を圧縮成形することによって製造される錠剤（薬物としてイ
ルベサルタンのみを含むものに限る。）。
【請求項２】
希釈剤が乳糖水和物、結晶セルロース、無水乳糖、およびマンニトールから選ばれる２種
以上である、請求項１に記載の錠剤。
【請求項３】
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希釈剤が乳糖水和物と結晶セルロースの混合物である、請求項１に記載の錠剤。
【請求項４】
崩壊剤を含み、崩壊剤がクロスカルメロースナトリウム、クロスポビドン、低置換度ヒド
ロキシプロピルセルロースから選ばれ、結合剤を含み、結合剤がヒプロメロース、ヒドロ
キシプロピルセルロース、ポビドン、糊化デンプンから選ばれ、滑沢剤を含み、滑沢剤が
ステアリン酸マグネシウム、ステアリン酸カルシウム、ステアリルフマル酸ナトリウムか
ら選ばれる、請求項１～３のいずれかに記載の錠剤。
【請求項５】
結合剤がヒプロメロースである、請求項４に記載の錠剤。
【請求項６】
イルベサルタンと希釈剤、崩壊剤、結合剤を含む、湿式造粒によって製造された顆粒を含
有する、請求項１～５のいずれかに記載の錠剤。
【請求項７】
錠剤の全重量に対して、１．０～１０．０重量％の崩壊剤、１．０～５．０重量％の結合
剤、０．２～５．０重量％の滑沢剤を含む、請求項１～６のいずれかに記載の錠剤。
【請求項８】
錠剤の重量が３００～４５０ｍｇである、請求項１～７のいずれかに記載の錠剤。
【請求項９】
イルベサルタン、希釈剤及び崩壊剤を混合し、これに結合剤を溶解した液を加えて湿式造
粒によって顆粒を製造し、これを崩壊剤と滑沢剤と共に混合した後に圧縮成形する、請求
項１～８のいずれかに記載の錠剤を製造する方法。
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